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グループ連結 P/L（前期比・計画比）

■	 売上高は、前期840億円、計画926億円に対し、当期実績は915億円。

■	 経常利益は、前期32億 9千万円、計画22億円に対し、当期実績は11億 7千万円。

■	 親会社株主に帰属する当期純利益は、前期19億 1千万円、計画13億円に対し、6億円	
	 となり計画に対しては未達。

■	 この結果 1株当たり当期純利益は22円 58銭。

■	 2019 年度の売上平均為替レートは 1ドル 109 円 34 銭となり、前期の 1ドル 109 円	
	 74 銭に対して40銭円高、計画に対しては2円 27銭の円安。
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連結経常利益の前期比差異要因

■	 売上総利益については、内装品事業・シート事業における不適切な品質事案への対応に	
	 伴い、安全性確認の技術検証等の調査費用、一時的な生産停止への対策として生産拠点	
	 を振り替えた費用、出荷遅延をリカバーするための費用などの追加が発生したことなど	
	 により31億 9千万円減。

■	 販管費については、保証工事費や販売手数料などの減少により益方向に6億 8千万円影響。

■	 営業外損益については、為替相場が2019年 3月末 111円台から2020年 3月末 108	
	 円台まで円高に進んだことによる為替差損益の悪化があったが、支払補償費の減少など	
	 から益方向にプラス4億円。

■	 その結果、前期実績の経常利益 32億 9千万円より21億 1千万円減少し、当期実績は	
	 経常利益 11億 7千万円。
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連結経常利益の計画比差異要因

■	 売上総利益については、第 4四半期において新型コロナ感染症拡大に伴い、内装品セグ	
	 メントで、エアライン向け製品の一部出荷が翌期以降に繰り延べられたことなどによる	
	 売上高減少に加え、シートセグメントで一部プログラムの生産性改善が遅れたことなど	
	 により22億 7千万円減少。

■	 販管費については、試験研究費・販売手数料・保証工事費などの減少により益方向に	
	 11 億 5千万円影響。

■	 営業外損益については、計画した為替レートより円安に推移したことから為替差損益が	
	 好転し、プラス6千万円。
	 その結果、計画の経常利益 22 億円より10 億 2 千万円減少し、当期実績は経常利益	
	 11 億 7千万円。
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セグメント別 売上高・経常利益 - ②（前期比）

■	 売上高

	 ●		内装品セグメントは、新型コロナウイルス感染症が世界的に拡大するまでは堅調であった航空	
	 	 需要を背景にエアバスA350向け後部ギャレーの出荷などが進み、42億円の増加。
	 ●	シートセグメントは、当連結会計年度より出荷を開始したビジネスクラス・シート「Venture」	
	 	 の出荷が進んだことなどにより38億円増加。
	 ●	機器製造・整備セグメントは、それぞれ微減。

■	 経常利益

	 ●		内装品セグメントは、品質事案への対応による追加費用の発生、前期における採算性の良い	
	 	 プログラムによる反動や為替差損の発生により30億円減少。
	 ●		シートセグメントは、ビジネスクラス・シート「Venture」の出荷が進んだことやスペアパーツ	
	 	 販売の増加により、6億円の改善。
	 ●		機器製造セグメントは、微減。
	 ●		整備セグメントは、エアライン向け機体整備が堅調に増加し、採算性が向上したことにより	
	 	 3 億円増加。
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セグメント別 売上高・経常利益 - ③（計画比）

■	 売上高

	 ●		内装品セグメントは、新型コロナ感染症拡大に伴い、一部出荷が翌期以降に繰り延べられたこと	
	 	 などにより11億円減少。
	 ●		シートセグメントは、次年度に計画をしていた一部プログラムの出荷が前倒しとなったことなどに	
	 	 より8億円増加。
	 ●		機器製造セグメントは、炭素繊維構造部材や熱交換器等装備品の一部出荷が翌期以降に繰り延べ	
	 	 られたことにより5億円減少。
	 ●		整備セグメントは、微減。

■	 経常利益

	 ●		内装品セグメントは、微減。
	 ●		シートセグメントは、一部プログラムの生産性改善の遅れなどにより10億円減少。
	 	 なお、シートセグメントでは売上総利益の黒字化を目指したが、残念ながら赤字。然しながら、	
	 	 採算の悪い特注品については、出荷が進み受注残が減っており、今後、収益に貢献するビジネス	
	 	 クラス・シート「Venture」の出荷が進めば、シート事業の利益は改善する見込み。
	 ●		機器製造セグメントは、売上高減少などにより3億円減少。
	 ●		整備セグメントは、エアライン向け機体整備が堅調に増加し、採算性向上により3億円増加。
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グループ連結 B/S

■	 資産合計は、172億円増加し、1,201億円。
	 増加の主なものは、受取手形及び売掛金が93億円増加し、318 億円となり、棚卸資産が	
	 35 億円増加し522億円となった。これらは、内装品の売上増加によるもの。

■	 流動負債は、資産の増加により主に借入金が増加し、それに伴い173億円増加。

■	 純資産は、3億円減少し、303億円。

■	 この結果、自己資本比率は24.8％。
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グループ連結　試験研究費／設備投資額／減価償却費

■	 試験研究費は、前期並みの9億円。内容は、次期プレミアム・シート、内装品軽量化材料	
	 などの開発やADP各種試験。

■	 設備投資は、24億円。
	 内容は、自動化やソフトウェアなどの IT 関連、内装品製造のための金型が主なもの。

■	 減価償却費については、28億円。
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グループ子会社の状況

■	 ジャムコアメリカの損失は、一部プログラムの生産性改善の遅れが要因。

■	 ジャムコシンガポールの損失は、売上高減少に伴う収益悪化が要因。
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■	 中期 3ヶ年計画の業績予想については、新型コロナウイルス感染症による影響を現時点で	
	 合理的に算定することが困難であることから、未定。今後、開示が可能となった段階で速やか	
	 に公表いたします。
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中期の課題と対応

シート事業については、2019年度から標準型プラットフォームを活用ビジネスクラ
ス・シート「Venture」の出荷が始まり順調に売上高が増加。品質事案問題や直近
では新型コロナ感染症拡大の影響などによりシート事業全体の黒字化は達成できてい
ないが、今後、更にこの「Venture」の受注拡大・販売拡大に取り組み、シート事
業の黒字化・安定収益化を図る。




